
ICRPは、身体を水の

入った袋のように仮定し、

それがある量のガンマ

線を吸収するという考え

方で被曝量を定義



しかし、現実はある一箇所にエネ

ルギーが集中的に与えられるた

め、その部分の疾病（癌や心臓

病など）の原因となっている。

ホット・パーティクル







全力疾走で草原を駆け抜ける場合は、一

瞬だけ、高山植物を一回だけ踏み潰すだ

けですが、半径30cmの円の中で足踏み

を長い間していたら、高山植物は死滅し

て二度と生えてこなくなってしまいます。

足踏みするときに、足を高く上げてドンド

ンと乱暴に踏みつけるよう(放射線のエネ
ルギーが高い)にすれば、それこそ土が死

んでしまうのです



ICRPのリスクモデルは
呼吸や飲食によって体

内に放射性核種が入る

内部被曝はリスクモデ

ルに考慮していない



現在のICRPの放射線リスクモデルは

「冷戦の秘密主義と統制体制の時期に、

DNA が発見されるよりも以前に、

生きた細胞の放射線に対する生物的応答

のほとんどが知られていなかった時期に、

主として（軍当局に支援されていた）物理

学者達によってつくられたものである。」





吸収線量とは、線量を体全体

で平均化させるアプローチ

「エネルギー（Jジュール）／

１単位の重量（kg）」と定義



平均化された量は極微量とみ

なされる

ICRPのリスクモデルは

エネルギーを身体全体

で平均化させるという考

え方



つまり、放射線のエネル

ギーは、身体全体に均

等に移行するという

間違った考え方に基づ

いている。

この考え方に加えてこの考え方に加えて











ECRRは色々な放射線の

エネルギーの違いに着目し、

放射線荷重係数を加えている

点でICRPと異なる。





X線やγ線、β線
１ミリSv＝１ミリグレイ

α線

１ミリSv＝２０ミリグレイ

ICRPでさえも20倍



表A1：いろいろな放射性同位体の線量係数。食べたり吸い込んだりした場合の低線量の内部被曝量の計算用。同位体（形態） 半減期 h食またはh吸 (Sv/Bq)胎児 0から1歳 1から14歳 おとな
H-3 （水） 12.3年 1.0×10-8 1.0×10-9 4.0×10-10 2.0×10-10
H-3 （炭水化物） 12.3年 5.0×10-8 5.0×10-9 2.0×10-9 1.0×10-9
C-14 5.7×10+3年 1.5×10-7 1.5×10-8 5.8×10-9 2.9×10-9
S-35 （無機物） 87.4日 5.0×10-9 5.0×10-10 2.0×10-10 1.0×10-10
S-35 （硫化窒素、硫化炭素など） 87.4日 5.0×10-8 5.0×10-9 2.0×10-9 1.0×10-9
Co-60 5.27年 1.75×10-6 1.75×10-7 7.0×10-8 3.5×10-8
Sr-89 50.5日 1.3×10-6 1.3×10-7 5.2×10-8 2.6×10-8
Sr-90/Y-90 29.1年/2.67日 4.5×10-4 4.5×10-5 1.8×10-5 9.0×10-6
Zr-95/Nb-95 64.0日/35.0日 2.4×10-6 2.4×10-7 9.5×10-8 4.7×10-8
Mo-99 2.75日 1.5×10-7 1.5×10-8 6.0×10-9 3.0×10-9
Tc-99m 6.02時 5.5×10-9 5.5×10-10 2.2×10-10 1.1×10-10
Tc-99 2.13×10+5年 1.6×10-7 1.6×10-8 6.4×10-9 3.2×10-9
Ru-106 1.01年 3.5×10-8 3.5×10-9 1.4×10-8 7.0×10-9
Ru-106 （ナノ粒子・マイクロ粒子のh吸） 1.01年 1.7×10-5 1.7×10-6 7.0×10-7 3.5×10-7
Te-132/ I-132 3.26日/2.3時 5.5×10-5 5.5×10-6 2.2×10-6 1.1×10-6
I-131 8.04日 5.5×10-6 5.5×10-7 2.2×10-7 1.1×10-7
Cs-134 2.06年 1.0×10-6 1.0×10-7 4.0×10-8 2.0×10-8
Cs-137 30.0年 3.2×10-6 3.2×10-7 1.3×10-7 6.5×10-8
Ba-140/La-140 12.7日/40時 3.9×10-5 3.9×10-6 1.6×10-6 7.8×10-7
Pb-210 22.3年 3.5×10-5 3.5×10-6 1.4×10-6 7.0×10-7
Bi-210 5.01日 6.5×10-8 6.5×10-9 2.6×10-9 1.3×10-9
Po-210 138日 6.0×10-5 6.0×10-6 2.4×10-6 1.2×10-6
Ra-226 h食 1.6×10+3年 1.4×10-4 1.4×10-5 5.6×10-6 2.8×10-6
U-238 h吸 4.5×10+9 2.5×10-2 2.5×10-3 1.2×10-3 8.4×10-4
U-238 （ナノ粒子・マイクロ粒子の
h吸） 4.5×10+9 2.5×10-1 2.5×10-2 1.2×10-2 8.4×10-3
U-238 h食 4.5×10+9 2.5×10-3 2.5×10-4 1.2×10-4 8.4×10-5
Pu-239 2.41×10+4 1.0×10-4 1.0×10-5 5.0×10-6 2.5×10-6
Pu-239 （ナノ粒子・マイクロ粒子のh吸） 2.41×10+4 3.0×10-3 3.0×10-4 1.5×10-4 7.5×10-5
Am-241 4.32×10+2 1.0×10-5 1.0×10-6 4.0×10-7 2.0×10-7

ECRRの2010年の勧告から引用
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Sr-90/Y-90
29.1年
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核種毎、年齢毎に

細かく決められている



この荷重係数は、色々

な放射性核種に被爆し

た人を疫学調査した結

果編み出された。

一方、ICRPは…
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NHKNHKNHKNHK追跡！真相ファイル追跡！真相ファイル追跡！真相ファイル追跡！真相ファイル



つまり、いい加減

（？）







ECRRの批判もあります



ECRRモデルでは、より低い放射線量で高い放射線量
よりもリスクが大きくなるという2相モデルを採用してい

るようです。

正直、低線量の影響を大きく見積もるために無理矢理

作ったような印象があります。

京都大学の今中氏も、

ECRRのリスク評価は、「ミソもクソも一緒」になってい
て付き合いきれない。ECRRに安易に乗っかると、なん

でもかんでも「よく分からない内部被曝が原因」となっ

てしまう。 と痛烈に批判しています。

なぜこのECRRモデルが注目を浴びるのかがよく分か

りません。



�今中哲二による批判今中哲二による批判今中哲二による批判今中哲二による批判

� ECRRの低線量被曝リスク評価について、反原発派の今
中哲二（京都大学）は、内部被曝が危険というECRRの3
つの立脚点を「1．ホットパーティクルが危険（20～1000
倍）2．Sr90が危険（300倍）3．線量・効果関係に2つの
山（極低線量で影響が大きい）」とし、ECRR勧告への個人
的感想として「セラフィールド小児白血病などのデータを

内部被曝によって説明しようという問題提起は、仮説とし

ては面白い」「しかしながら、仮説を実証するデータはほと

んど示されていないし、リスク評価手法全体に一貫性が

認められない」「ECRRのリスク評価は「ミソもクソも一緒」
になっていて付き合いきれない」「ECRRに安易に乗っかる
と、なんでもかんでも「よく分からない内部被曝が原因」と

なってしまう」と述べている

[16][17]
。
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とも言われていますとも言われていますとも言われていますとも言われていますとも言われていますとも言われていますとも言われていますとも言われています



日本の

原子力推進の歴史

おまけ



1951年にアメリカの単独占領が終わり、
原子力の研究開発禁止も解かれた



平和のための原子力開発ができるように

なった





が、政界や経済界は違った



当時の最先端の原子力開発情報に触

れ、原子力の重要性を認識

アメリカは原発のノウハウを売りつけるビ

ジネスチャンスを狙っていた



日本の原子力開発に弾みがつく



再び、

核兵器反対の波が全国的に広がった



当時、読売新聞の社主だった正力松太郎は

読売新聞というマスコミを利用して、原子力の平和

利用推進を訴えるキャンペーンを大大的に展開

1955年2月「原子力による産業革命」を
公約に衆議院選挙に当選



翌年1月 総理府に原子力委員会が発足

初代委員長に就任

同年５月 初代科学技術庁長官に

同年10月 国際原子力機関IAEAに加盟



同年11月 電気事業連合会加盟の９

電力会社および電源開発の出資によ

る「日本原子力発電株式会社」を設立



1963年10月 茨城県東海村の実験炉に

初発電

1966年イギリス製の発電炉を発注
日本発の商用原子力発電所（東海発電所）が建設



アメリカCIAのスパイ（協力者）であっ

た



�おわり



IAEA・ ICRP・ ECRR

少しはわかったかな？
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�ご清聴

�ありがとうございまし

た


